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表紙説明
　本町が誇る生産量日本一の白ゴマ。

その白ゴマの花が島内各所で満開を迎

えている。今年も太陽と大地の恵みを

たくさん受けて、秋の収穫に向けて良

質な白ゴマに育つことを期待したい。

盛夏に咲く白ゴマの花

喜界町キャラクター
よろこびと
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男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
優
勝
! !

軟
式
野
球
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
男
子
陸
上
は
準
優
勝
！

　

第
68
回
県
民
体
育
大
会
・
第
55
回
大
島
地
区
大
会
が
７
月
12
・
13
日
を
中
心
と
す
る

日
程
で
大
島
地
区
内
の
各
市
町
村
で
開
催
さ
れ
た
。
台
風
8
号
の
影
響
で
開
催
が
懸
念
さ

れ
た
今
大
会
で
あ
っ
た
が
、
無
事
全
て
の
競
技
が
行
わ
れ
た
。

　

喜
界
会
場
で
は
、
12
・
13
日
に
予
定
し
て
い
た
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
が
13
日
の
み
の

開
催
と
な
り
、
町
庭
球
場
と
喜
界
中
庭
球
場
の
2
会
場
で
行
わ
れ
た
。
結
果
は
、
女
子

が
予
選
で
惜
し
く
も
敗
退
し
た
も
の
の
、
男
子
は
5
年
ぶ
り
の
優
勝
に
輝
い
た
。

　

島
外
で
行
わ
れ
た
競
技
で
は
、天
城
会
場
の
軟
式
野
球
競
技
と
知
名
会
場
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
競
技
が
準
優
勝
、
奄
美
会
場
の
男
子
陸
上
競
技
で
は
多
く
の
選
手
が
個
人
入
賞
を
果

た
し
、
団
体
で
も
準
優
勝
と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
他
の
競
技
で
も
喜
界
の
選
手
達
は
果

敢
に
戦
い
、
各
会
場
で
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し
た
。

第
68
回
県
民
体
育
大
会
・
第
55
回
大
島
地
区
大
会

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

準優勝の軟式野球競技　～大会二日目の朝、宿泊
先の前で記念撮影～【提供写真】

同時開催のＳＰ少年団交歓大会に出場した子どもた
ちと一緒に　～陸上競技～【提供写真】

準優勝に輝いたゲートボール競技【提供写真】

優勝した男子ソフトテニス競技

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
競
技
ル
ー
ル
）

　

各
チ
ー
ム
年
代
別
（
29
歳
以
下
、
60
歳
以

上
、50
歳
代
、40
歳
代
、30
歳
代
（
出
場
順
））

のペア
5
組
そ
れ
ぞ
れ
が
対
戦
し
勝
利
数
を
競

う
。
各
組
４
セッ
ト
先
取
で
勝
利
と
な
る
。

【
予
選
リ
ー
グ
】

１
試
合
目
・
対
奄
美
市
（
３
ー
２
）

　

奄
美
市
と
対
戦
し
た
喜
界
町
は
、
１
組
目

の
喜
原
泰
平・吉
川
幸
治
ペ
ア
が
４
ー
２
で
、

２
組
目
の
平
島
文
麿
・
巖
泰
広
ペ
ア
が
ス
ト

レ
ー
ト
で
連
続
勝
利
し
た
。
続
く
３・４
組

は
惜
し
く
も
敗
れ
た
が
、
最
終
組
の
尾
﨑
政

幸
・
巖
泰
斗
ペ
ア
は
フ
ル
セ
ッ
ト
に
も
つ
れ

込
む
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
４
ー
３
の
僅
差
で

勝
ち
、
幸
先
の
い
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
。

２
試
合
目
・
対
天
城
町
（
５
ー
０
）

　

喜
界
町
は
圧
倒
的
な
強
さ
で
試
合
を
進

め
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
た
。

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

準
決
勝
・
対
龍
郷
町
（
４
ー
１
）

　

喜
界
町
は
、
１・２
組
目
が
危
な
げ
な
い

試
合
展
開
で
勝
利
す
る
が
、
３
組
目
は
善
戦

す
る
も
惜
敗
。
続
く
４
組
目
の
堂
上
修
作
・

江
口
之
浩
ペ
ア
が
フ
ル
セ
ッ
ト
の
戦
い
を
制

す
る
と
、
そ
の
ま
ま
勢
い
に
乗
っ
た
最
終
組

尾
﨑
・
巌
ペ
ア
が
ス
ト
レ
ー
ト
で
勝
ち
、
決

勝
戦
へ
コ
マ
を
進
め
た
。

決
勝
・
対
奄
美
市
（
３
ー
２
）

　

決
勝
は
、
予
選
リ
ー
グ
で
も
接
戦
と
なっ

た
奄
美
市
。
１
組
目
の
喜
原
・
吉
川
ペ
ア
・

２
組
目
平
島
・
巌
ペ
ア
が
勝
利
し
た
が
、
３
・

４
組
目
が
共
に
白
熱
し
た
試
合
を
み
せ
た
も

の
の一歩
及
ば
す
敗
れ
、
２
勝
２
敗
と
なっ
た
。

そ
し
て
、
奄
美
の
頂
点
を
か
け
た
戦
い
は
最

終
組
の
決
戦
と
なった
。

　

地
元
開
催
で
負
け
ら
れ
な
い
尾
﨑
・
巌
ペア

は
、
予
選
で
苦
し
ん
だ
相
手
に
付
け
い
る
隙
を

与
え
な
い
気
迫
の
プ
レ
ー
で
圧
勝
し
、
5
年
ぶ

り
の
優
勝
を
決
め
た
。
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平成 26 年 7 月開催

開催地 競技名 優勝 ２位 ３位 試 合 結 果

奄美市

陸上男子 奄美市 喜界町 龍郷町 総合順位
１位＝奄美、２位＝龍郷、３位＝喜界、
女子の部４位陸上女子 奄美市 龍郷町 瀬戸内町

【男子】50 歳代 2,000 ｍ③平國男 7 分 29 秒 22、30 歳未満 100 ｍ③古謝太志 12 秒 11、高校 100 ｍ③吉留
賢吾 12 秒 04、高校 400 ｍ②久保春平57秒 67、高校1500ｍ①岩川武蔵４分33秒 79、共通４×100Ｒ③
喜界町（古謝・川畑・吉留・岩川）、高校走幅跳①吉留賢吾５ｍ 82、30 歳未満砲丸投②德孝則 10 ｍ 16、30
歳代砲丸投①野間之弘 11 ｍ 68、40 歳代砲丸投③大髙佳男８ｍ 71

【女子】共通４× 100 Ｒ③（豊・奥野・榮田・上園田）、高校砲丸投②上園田千秋９m12、高校走幅跳②榮田琴
美４ｍ 67

テニス 徳之島町 奄美市 龍郷町・知名
町

【予選】龍郷３－２喜界、奄美５－０喜界、瀬戸内
４－１喜界　喜界 5 位

相撲１部 瀬戸内町 奄美市笠利 喜界町 【総当たり戦】喜界２－１天城、喜界２－１徳之島、
瀬戸内２－１喜界、奄美市笠利３－０喜界

相撲２部 与論町 瀬戸内町 奄美市笠利・
喜界町

【予選】与論２－１喜界、喜界２－１龍郷【決勝トー
ナメント】準決勝　瀬戸内２－１喜界【個人】③榮
雄太

ソフトボール男子 奄美市 瀬戸内町 大和村・宇検村 ２回戦　 宇検８－６喜界　喜界 5 位
グラウンド・

ゴルフ 奄美市名瀬 龍郷町 奄美市笠利 スコア 261、喜界 10 位

ゴルフ 奄美市 天城町 宇検村
スコア 441　【個人戦】70 歳以上の部③稻留勝 ス
コア 84、女子の部②松山まゆみ スコア 94　【団体
戦】喜界５位

瀬戸内町

バスケット
ボール男子 奄美市 瀬戸内町 喜界町 【リーグ戦】瀬戸内 84－79 喜界、奄美 79－60 喜界、

喜界 74 － 70 龍郷

バスケット
ボール女子 奄美市 瀬戸内町 喜界町 【リーグ戦】奄美 107 － 31 喜界、瀬戸内 70 － 49

喜界

龍郷町 バレーボール
男子 和泊町 奄美市名瀬 伊仙町・知名

町
【予選】知名２－０喜界、和泊２－０喜界
　　 　喜界 9 位

喜界町
ソフトテニス男子 喜界町 奄美市 瀬戸内町・龍

郷町

【予選】喜界３－２奄美、喜界５－０天城【決勝トー
ナメント】準決勝 喜界４－１龍郷、
決勝 喜界３－２奄美

ソフトテニス女子 瀬戸内町 天城町 奄美市・龍郷
町

【予選】龍郷３－０喜界、奄美３－０喜界
 　　　喜界５位

徳之島町

バトミントン男子 知名町 奄美市 喜界町・与論
町

【予選】知名３－０喜界、喜界２－１龍郷【決勝トー
ナメント】準決勝　奄美市２－０喜界　喜界 5 位

バトミントン女子 奄美市 大和村 徳之島町・与
論町

【予選】奄美３－０喜界、喜界２－１龍郷【決勝トー
ナメント】準々決勝　大和村２－０喜界　喜界５位

弓道 徳之島町 奄美市 天城町 近的１８、遠的２３、合計４１　喜界４位

天城町 軟式野球 奄美市 喜界町 大和村・龍郷
町

２回戦 喜界５－０知名、準決勝 喜界１－０龍郷、
決勝 奄美４－１喜界

伊仙町 バレーボール
女子 奄美市笠利 龍郷町 奄美市名瀬・

瀬戸内町

【予選】龍郷２－０喜界、喜界２－０伊仙、
【決勝トーナメント】準々決勝　奄美市笠利２－０
喜界　喜界 5 位

知名町 ゲートボール 宇検村 喜界町 瀬戸内町・天
城町

【予選】喜界 16 － 13 伊仙、喜界 11 －９龍郷
【決勝トーナメント】準々決勝 喜界 13 － 12 奄美、
準決勝 喜界 20 － 17 瀬戸内、
決勝 宇検 19 －９喜界

与論町 サッカー 龍郷町 奄美市 瀬戸内町・与
論町

【予選】奄美３－０喜界、和泊２－０喜界
　　  　喜界 8 位

＊参加競技のみ掲載。水泳、卓球、柔道、ソフトボール女子、全空連空手、ハンドボール、剣道、ラクビー、カヌーは不参加

第68回県民体育大会第55回大島地区大会各競技別成績

3　Kikai Public Relations 2014.7



よ
ろ
こ
び
と
が
空
港
で
お
出
迎
え

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
『
平
成

26
年
度
喜
界
町
学
力
向
上
対
策
会

議
』
が
６
月
29
日
、役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
会
議
は
、

町
教
育
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
『
学
力
向

上
』
に
つ
い
て
、
町
の
有
識
者
や
保
護
者

か
ら
の
意
見
を
も
と
に
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

少年時代の思い出を語る川島町長

館内に響き渡る三線の音色

喜界に降り立った乗客に出迎えるよろこびと

学
力
向
上
に
は
親
と
学
校
と
地
域

の
連
携
が
大
事

　

会
議
で
は
、
平
成
26
年
度
鹿
児
島
学
習

定
着
度
調
査
の
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
た

『
喜
界
町
の
学
力
の
現
状
』
の
基
調
報
告

が
あ
り
、
德
永
寛
隆
指
導
主
事
は
「
小
学

校
５
年
生
（
現
6
年
生
）
の
結
果
は
、
算

数
が
県
平
均
を
下
回
っ
た
が
、
国
語
と
理

科
は
県
平
均
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
中
学

校
１
・
２
年
生
（
現
２
・
３
年
生
）
は
、
県

平
均
と
比
較
し
て
す
べ
て
の
教
科
で
下
回

り
、
大
島
地
区
で
も
同
様
の
結
果
。
早
急

な
学
力
向
上
へ
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
」

と
説
明
し
た
。

　
『
学
校
の
取
り
組
み
報
告
』
で
は
、
各
校

で
学
力
向
上
に
向
け
て
実
践
さ
れ
て
い
る

様
々
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

ま
た
、『
私
の
少
年
時
代
～
生
活
、
勉
強

の
こ
と
な
ど
～
』
と
題
し
た
講
演
で
、
講

師
を
務
め
た
川
島
健
勇
町
長
は
「
人
付
き

合
い
が
下
手
で
、
人
前
で
話
す
こ
と
も
苦

手
だ
っ
た
私
は
、
不
器
用
だ
と
い
う
劣
等

感
か
ら
勉
強
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ
た
。

そ
の
時
の
勉
強
法
は
、
気
分
が
乗
っ
た
と

き
の
勢
い
で
一
科
目
を
集
中
的
に
勉
強
し

た
り
、
文
章
問
題
な
ど
は
『
可
視
化
』
を

意
識
し
、
一
目
で
問
題
が
分
か
る
様
に
図

に
し
て
い
た
」
と
少
年
時
代
の
体
験
談
を

話
し
、
教
育
に
つ
い
て
は
「
子
ど
も
に
や

る
気
を
だ
さ
せ
る
の
は
両
親
。
勉
強
が
楽

し
い
と
思
え
る
の
は
先
生
。
子
育
て
は
地

域
の
協
力
。
親
と
学
校
と
地
域
の
連
携
が

大
事
。ま
た
、島
の
子
は
伸
び
し
ろ
が
あ
り
、

や
る
気
次
第
で
も
っ
と
伸
び
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
島
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

今
後
に
期
待
し
た
。

島
唄
を
後
世
に
伝
え
た
い
！

日
本
エ
ア
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

が
主
催
す
る
奄
美
～
喜
界
間
就
航
50

周
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
が
７
月

3
日
に
喜
界
空
港
内
で
行
わ
れ
、『
喜
界
町

よ
ろ
こ
ぶ
！
き
ら
り
と
か
が
や
く
い
い
島

推
進
係
』
の
よ
ろ
こ
び
と
が
空
港
に
降
り

立
っ
た
乗
客
を
お
出
迎
え
し
た
。

　

よ
ろ
こ
び
と
は
、
飛
行
機
が
着
陸
す
る

と
愛
く
る
し
い
表
情
で
手
を
振
っ
た
り
、

一
人
一
人
に
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
を
し
て
歓

迎
し
た
。
降
り
立
っ
た
乗
客
の
中
に
は
、

初
め
て
見
る
よ
ろ
こ
び
と
に
握
手
を
求
め

た
り
、
一
緒
に
写
真
撮
影
す
る
場
面
が
み

ら
れ
た
。

奄
美
芸
能
島
唄
研
究
会
が
主
催
す
る

『
み
ん
な
で
守
ろ
う
島
の
宝
文
化
芸

能
島
唄
発
表
会
』
が
７
月
20
日
、
中
央
公

民
館
旧
館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

発
表
会
に
は
、
安
田
民
謡
教
室
に
通
う

約
20
人
の
門
下
生
と
、
徳
之
島
か
ら
東
秀

平
さ
ん
（
徳
之
島
高
校
１
年
）
が
参
加
。

特
別
ゲ
ス
ト
に
は
、
平
成
13
年
に
奄
美
民

謡
大
賞
を
受
賞
し
、
天
城
町
で
教
室
を
開

い
て
い
る
中
島
清
彦
さ
ん
が
招
か
れ
た
。

　

今
後
、
同
教
室
か
ら
は
『
平
成
26
年
度
民

謡
民
舞
少
年
少
女
全
国
大
会
（
東
京
都
・
８

月
上
旬
開
催
）』
に
俊
山
里
穂
さ
ん
（
喜
界

小
5
年
）と
原
田
幸
歩
さ
ん（
同
小
６
年
）、『
平

成
26
年
度
民
謡
民
舞
全
国
大
会
内
閣
総
理
大

臣
杯
（
東
京
都
・
10
月
中
旬
開
催
）』
に
は

川
畑
さ
お
り
さ
ん
（
湾
）
が
出
場
す
る
予
定
。
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初
代
女
王
に
輝
い
た
喜
高
か
ら
3
年
ぶ
り

に
出
場
～
福
島
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
～

今
年
８
月
下
旬
に
福
島
県
い
わ
き
市

で
開
催
さ
れ
る
『
第
４
回
フ
ラ
ガ
ー

ル
ズ
甲
子
園
』
に
出
場
す
る
フ
ラ
ガ
ー
ル

た
ち
の
壮
行
会
が
７
月
6
日
、
旧
小
野
津

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
。

　

壮
行
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
彼
女
た
ち
を

指
導
し
て
き
た
ア
ヌ
エ
ヌ
エ
喜
界
フ
ラ
教

室
の
中
屋
輝
子
先
生
が
「
大
会
で
最
高
の

踊
り
を
見
せ
ら
れ
る
様
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
、
彼
女
た
ち
の
活

躍
に
期
待
す
る
ち
び
っ
こ
か
ら
大
人
ま
で

の
フ
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
は
高
校
生
フ
ラ
ガ
ー

ル
た
ち
と
一
緒
に
踊
り
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。
ま
た
、
会
場
か
ら
沸
き
起
こ
っ
た
ア

ン
コ
ー
ル
に
応
え
、
高
校
生
フ
ラ
ガ
ー
ル

た
ち
が
大
会
で
発
表
す
る
踊
り
を
披
露
す

る
場
面
も
み
ら
れ
た
。

　

今
回
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
甲
子
園
に
挑
戦
す

る
メ
ン
バ
ー
は
、
喜
界
高
校
に
通
う
岩
崎

出場するメンバーたち（左から玉利さん、岩崎さん、
富山さん、操さん）【写真提供　吉行秀和さん】

愛
海
さ
ん
（
３
年
）、富
山
海
帆
さ
ん
（
３

年
）
操
珠
理
さ
ん
（
３
年
）、
玉
利
加
那

さ
ん（
１
年
）の
４
人
。
第
１
回
フ
ラ
ガ
ー

ル
ズ
甲
子
園
で
、
初
代
女
王
に
輝
い
た
同

校
か
ら
３
年
ぶ
り
の
出
場
と
な
る
。

　

チ
ー
ム
名
は
『
て
ぃ
だ
め
ー
ら
び
』。

こ
の
名
称
は
、
中
屋
先
生
が
笑
顔
を
絶
や

さ
な
い
明
る
い
性
格
の
彼
女
た
ち
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら『
て
ぃ
だ（
太
陽
）』の『
め
ー

ら
び
（
娘
）』
と
名
付
け
た
と
い
う
。

　

壮
行
会
で
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
操
さ
ん

は
「
私
達
4
人
が
ず
っ
と
目
標
に
し
て
い

た
大
会
の
た
め
に
、
４
月
か
ら
厳
し
い
練

習
を
続
け
て
き
た
。
つ
ま
づ
く
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
都
度
お
互
い
の
気
持
ち

を
確
認
し
乗
り
越
え
て
き
た
。
今
回
、
踊

る
こ
と
が
で
き
る
の
は
み
な
さ
ん
の
お
か

げ
。
た
く
さ
ん
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た

と
い
う
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
大

会
で
優
勝
し
恩
返
し
が
し
た
い
」
と
決
意

を
語
っ
た
。

沈砂地で餌をさがすコウノトリ

教育長室で記念撮影する晴永前教育長（中央）

前
回
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

　

兄
弟
が
喜
界
島
に
舞
い
降
り
た

７
月
４
日
、　

伊
実
久
在
住
の
秀
島
博

已
さ
ん
か
ら
「
３
日
に
集
落
内
の

電
柱
の
上
に
留
ま
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
か

け
た
」
と
役
場
に
連
絡
が
入
っ
た
。
広
報

担
当
が
調
査
を
開
始
す
る
と
、
6
日
に
羽

里
集
落
周
辺
の
沈
砂
地
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を

見
か
け
た
と
い
う
情
報
が
入
り
、
現
場
に

駆
け
つ
け
撮
影
し
た
。

　

兵
庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
に

よ
る
と
、
両
足
に
付
い
て
い
る
輪
か
ら

今
回
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
昨
年
末

か
ら
2
度
飛
来
し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
（
Ｊ

０
０
６
７
）
と
は
違
う
個
体
で
、
同
じ
巣

か
ら
飛
び
立
っ
た
兄
弟
（
Ｊ
０
０
６
６
）

で
あ
る
と
い
う
。

　

今
後
、2
羽
揃
っ
て
喜
界
島
に
飛
来
し
、

幸
せ
を
運
ぶ
と
い
わ
れ
る
コ
ウ
ノ
ト
リ
の

兄
弟
写
真
が
撮
影
で
き
る
日
が
来
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

晴
永
清
道
前
教
育
長
に
全
国
市
町
村

教
育
委
員
会
連
合
会
か
ら
表
彰
状

と
、
鹿
児
島
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
絡

協
議
会
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
そ
の
伝

達
式
が
７
月
22
日
、
教
育
長
室
で
行
わ
れ

た
。

　

晴
永
前
教
育
長
は
在
職
期
間
中
、
旧
第

一
中
学
校
体
育
館
（
現
喜
界
中
体
育
館
）

の
建
設
や
社
会
体
育
施
設
の
機
能
拡
充
に

努
め
、
学
校
教
育
面
で
は
、
各
種
研
修
会

を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
ま
た
、
適
正
規

模
の
学
校
運
営
を
目
指
し
、
学
校
再
編
を

完
遂
し
た
。

　

晴
永
前
教
育
長
は
「
子
ど
も
た
ち
に
『
や

れ
ば
で
き
る
』
と
い
う
こ
と
を
伝
え
た
い
と

い
う
信
念
で
頑
張
っ
た
。
職
員
な
ど
の
熱
い

情
熱
に
支
え
ら
れ
て
、
職
務
を
全
う
で
き
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

旧小野津小グラウンドに咲くフラガールズの花

晴
永
前
教
育
長
に

　
　

感
謝
状
と
表
彰
状
が
授
与
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❸ ❶❶頂点を決する決勝戦が始まった　➋ 5 回から登板した

湾の中島投手　❸湾の先発 英将太郎投手　❹２回裏に 3

塁打を放った湾の吉行選手　❺相手のすきをつき６回裏

に本塁に生還した湾の加島選手　➏ 2 回の 2 塁打を含む

3 打数３安打の活躍　上嘉鉄の生島常智選手　❼上嘉鉄

の先発 西尾勝幸投手　❽ 5 回から登板した澄田哲久投手

❾湾に賞状が授与された　❿準優勝の上嘉鉄チーム

➋

喜
界
町
野
球
連
盟
（
柳
常
博
会
長
）

が
主
催
す
る
『
第
10
回
集
落
対
抗

野
球
大
会
』
が
７
月
20
日
・
27
日
、
町
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
と
し
て
開
催
さ

れ
た
。
第
10
回
と
な
る
記
念
大
会
に
は
各

集
落
か
ら
10
チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
集

落
の
名
誉
と
威
信
を
か
け
た
熱
い
戦
い
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
同
大
会
の
特
別
ル
ー

ル
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
の
は
、
20
代
・

30
代
・
40
代
か
ら
３
人
ず
つ
選
出
さ
れ
た

選
手
の
み
。
ま
た
、
一
人
だ
け
、
ど
の
年

代
と
も
交
代
出
場
が
認
め
ら
れ
る
フ
リ
ー熱戦を制し優勝した湾チーム

接
戦
を
制
し
湾
が
V
奪
還

　
　
　

～
集
落
対
抗
野
球
大
会
～

の
選
手
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

灼
熱
の
太
陽
が
照
り
つ
け
る
な
か
行
わ

れ
た
決
勝
戦
は
、
一
昨
年
に
三
連
覇
を
達

成
し
た
湾
チ
ー
ム
と
、
前
回
優
勝
の
上
嘉

鉄
チ
ー
ム
が
激
突
し
た
。

　

上
嘉
鉄
は
１
回
表
、
邦
枝
秀
賀
選
手
の

レ
フ
ト
越
え
の
二
塁
打
な
ど
長
短
打
を
絡

め
、
3
点
を
先
制
し
試
合
の
主
導
権
を

握
っ
た
。
し
か
し
2
回
裏
、
湾
が
一
気
に

反
撃
に
で
た
。
ラ
ン
ナ
ー
を
溜
め
て
吉
行

聡
選
手
の
レ
フ
ト
越
え
の
三
塁
打
な
ど
で

３
点
を
奪
い
返
し
同
点
と
し
た
。
続
く
３

回
表
、
上
嘉
鉄
は
ラ
ン
ナ
ー
を
２
塁
に
置

い
て
生
島
常
智
選
手
の
ラ
イ
ト
越
え
の
二

塁
打
で
一
点
を
追
加
し
再
び
リ
ー
ド
し

た
。
試
合
は
序
盤
、
打
撃
戦
の
様
相
を
呈

し
て
い
た
が
、
中
盤
か
ら
は
一
転
し
て
両

投
手
の
好
投
で
投
手
戦
と
な
っ
た
。
そ
し

て
迎
え
た
６
回
裏
、
湾
の
加
島
欽
哉
選
手

が
死
球
で
出
塁
す
る
と
直
ぐ
さ
ま
盗
塁
に

成
功
。
続
く
益
田
大
進
選
手
の
左
前
打
で

加
島
選
手
が
一
気
に
2
塁
か
ら
本
塁
を
陥

れ
同
点
と
し
、
さ
ら
に
続
く
中
島
剛
選
手

も
適
時
打
を
放
ち
５
ー
４
と
逆
転
に
成
功

し
た
。
こ
の
ま
ま
試
合
は
、
１
時
間
半
の

規
定
時
間
を
超
え
た
た
め
ゲ
ー
ム
セ
ッ
ト

と
な
り
、
昨
年
の
雪
辱
を
果
た
し
た
湾
が

２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

湾
の
佐
倉
勇
人
主
将
は
「
初
回
リ
ー
ド

を
許
し
た
も
の
の
、
攻
撃
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
年
代
が
き
ち
っ
と
仕
事
を
し
て
、
つ
な

ぐ
野
球
が
で
き
た
。
特
に
40
代
の
加
島
選

手
は
攻
守
と
も
若
い
選
手
た
ち
に
負
け
な

い
気
迫
の
プ
レ
ー
で
頑
張
っ
て
い
た
。
こ

の
優
勝
を
み
ん
な
で
喜
び
た
い
」
と
笑
顔

で
語
っ
た

❸❹❺➏

❼❽❾❿
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喜
界
町
糖
業
振
興
会（
川
島
健
勇
会
長
・

町
長
）
が
主
催
す
る
『
第
50
回　

平

成
26
年
度
糖
業
振
興
会
総
会
』
が
７
月
17

日
、
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
。
あ
い
さ
つ
で
川
島
会
長
は
、「
さ

と
う
き
び
共
済
に
全
戸
加
入
と
土
作
り
・

肥
培
管
理
で
単
収
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
」
と

話
し
た
。

【
平
成
25
／
26
年
期
】
各
部
門
の
表
彰
者

は
次
の
と
お
り　

▽
１
戸
当
た
り
株
出
収

穫
面
積 

１
位 

中
熊
集
落
２
２
３
・
６
㌃

▽
高
生
産
の
部 

１
位 

岩
下
雅
一
郎
（
坂

嶺
・
生
産
量
１
，
３
７
１
，
９
８
１
㌕
）

▽
高
単
収
の
部
１
位 

平
田
勇
三
（
志
戸

桶
・
平
均
単
収 

１
０
，
６
９
８
㌕
）
▽
増

産
の
部 

岩
本
秀
子
（
伊
実
久
・
伸
び
率

２
７
９
・２
％
）　　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）「さとうきび共済全戸加入推進を」と語る川島会長

の
ぞ
み
幼
稚
園
（
美
沢
久
子
園
長
）
は

７
月
10
日
、
家
庭
教
育
学
級
の
一
環

で
町
図
書
館
に
お
い
て
親
子
の
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
っ
た
。
館
内
で
は
、
親
子
で

じ
っ
く
り
絵
本
を
選
び
、
何
冊
も
読
み
聞

か
せ
を
す
る
親
子
。
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に

親
を
一
人
じ
め
し
て
満
足
す
る
子
。
ど
の

絵
本
に
し
よ
う
か
迷
っ
て
い
る
子
。
満
足

気
に
10
冊
借
り
て
行
く
園
児
な
ど
、
ど
の

親
子
も
嬉
し
そ
う
に
こ
の
時
間
を
楽
し
ん

で
い
る
様
子
だ
っ
た
。

　

保
護
者
の
三
島
麻
由
美
さ
ん
は
「
家
で

は
普
段
小
さ
い
子
が
い
て
ゆ
っ
く
り
本
を

読
ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
た
め
、
良
い
機
会

に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
本
が
充
実
し
て

い
る
図
書
館
が
あ
る
こ
と
は
と
て
も
幸
せ

な
こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
利
用
し

た
い
」
と
語
っ
た
。
園
で
は
今
年
度
も
、

こ
の
活
動
を
毎
月
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
（
報
告
：
の
ぞ
み
幼
稚
園
） ほのぼのとした雰囲気の親子の読み聞かせ【提供写真】

土
作
り
・
肥
培
管
理
で

　
　
　
　

単
収
ア
ッ
プ
を
図
ろ
う
！

読
み
聞
か
せ
を
通
し
た
親
子
の
ふ

れ
あ
い
活
動　
～
の
ぞ
み
幼
稚
園
～

～ あ の 頃 の わ ー ち ゃ ん 島 ～
平
成
27
年
３
月
に
新
造
船
就
航
予
定
の
『
フ
ェ
リ
ー
き
か
い
』。

初
代
『
フ
ェ
リ
ー
き
か
い
』
が
就
航
さ
れ
た
時
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。
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旧
暦
の
６
月
15
日
に
行
う
祭
り
。
毎
年
、
神

に
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
祭
り
の
後
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
ち
寄
っ
た
料
理
や
酒
な
ど
を
振
る
舞

い
、
夜
遅
く
ま
で
お
互
い
の
交
流
を
深
め
る
。

●
豊
年
祭

　

旧
暦
９
月
15
・
16
日
の
2
日
間
行
わ
れ
る
祭

り
。
そ
の
日
は
、
八
月
踊
り
か
ら
始
ま
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
の
踊
り
の
ほ
か
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
を
し
て
楽
し
ん
で
い
る
。

近
年
は
子
ど
も
の
減
少
に
伴
い
、
豊
年
相
撲
が

開
催
で
き
な
く
な
って
い
る
。

●
ウ
ヤ
ン
コ
ー
（
高
祖
祭
）

　

豊
年
祭
後
の
最
初
の
壬
戌
（
み
ず
の
え
い
ぬ
）

の
日
に
行
わ
れ
る
祭
り
。
午
前
9
時
か
ら
お
菓

子
や
果
物
を
供
え
て
お
参
り
を
す
る
。
以
前
は
、

お
供
え
し
た
料
理
な
ど
で
酒
盛
り
を
す
る
風
景

が
見
ら
れ
て
い
た
。

集
落
性

　

全
体
的
に
お
と
な
し
く
温
厚
で
優
し
い
人
が
多

い
。
常
に
協
調
性
、
団
結
力
が
あ
り
小
さ
い
集

落
な
が
ら
、
各
行
事
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。ま
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
も
強
く
、
美
化
作
業
に
は
集
落
民
総
出

で
汗
を
流
し
て
い
る
。　

観
光
名
所
な
ど

●
ウ
ッ
カ
ー
（
共
同
井
戸
）

　

わ
き
水
が
絶
え
間
な
く
流
れ
、
簡
易
水
道
が

各
家
庭
に
普
及
す
る
ま
で
は
飲
み
水
と
し
て
重

宝
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
の
集
落
民
に
欠
か
す
こ

と
が
で
き
な
い
生
活
の
場
と
な
って
い
た
。

●
集
落
グ
ラ
ウ
ン
ド

　

昭
和
50
年
頃
に
整
備
。
集
落
民
の
憩
い
の
場

と
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

第
15
回
　
羽
里
集
落

概
要

　

集
落
の
人
口
は
１
０
６
人
、
世
帯
数
は
51

世
帯
。

　

湾
・
赤
連
・
川
嶺
・
山
田
な
ど
に
囲
ま
れ
る

様
に
位
置
す
る
羽
里
集
落
は
、
肥
沃
な
畑
が

多
く
広
が
る
農
業
が
盛
ん
な
集
落
。

　
『
喜
界
島
の
民
俗
（
竹
内
譲
著
）』
に
よ
る

と
、
村
の
お
い
た
ち
は
天
神
山
付
近
に
住
ん
で

原
始
生
活
を
営
ん
で
い
た
遠
い
先
祖
た
ち
の一

部
が
、
海
岸
に
お
り
て
今
の
湾
・
赤
連
集
落

を
作
り
、
一
部
は
そ
の
上
の
泉
の
付
近
に
移
り

住
み
、
現
在
の
羽
里
集
落
を
作
っ
た
。
ま
た
、

羽
里
集
落
は
当
時
か
ら
栄
え
て
い
た
湾
・
赤

連
に
近
か
っ
た
だ
け
に
、
文
化
的
な
考
え
を
持

つ
人
が
多
く
、
医
者
や
実
業
家
に
な
っ
た
人
が

多
か
っ
た
と
い
う
。

 

集
落
行
事

●
六
月
灯

　

旧
暦
6
月
の
最
初
の
庚
（
か
の
え
）
の
日
に

無
病
息
災
な
ど
を
祈
願
す
る
行
事
。
1
年
ご

と
に
ウ
ッ
カ
ー
と
ユマ
ン
ハ
タ
と
呼
ば
れ
る
場
所

で
交
互
開
催
す
る
。
現
在
も
鶏
を
潰
し
た
後

に
の
ど
仏
を
吊
し
神
に
捧
げ
る
習
慣
が
残
っ
て

い
る
。
吊
す
場
所
は
ウ
ッ
カ
ー
で
開
催
す
る
と

き
は
ユマ
ンハ
タ
に
供
え
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ

の
年
の
開
催
地
と
逆
の
場
所
に
供
え
る
。
ま

た
、毎
年
八
月
踊
り
の
最
初
の
日
と
な
る
た
め
、

祭
り
を
待
ち
焦
が
れ
た
集
落
民
た
ち
が
大
い

に
盛
り
上
が
る
。

●
保
食
神
社
祭

会
な
ど
を
開
催
し
、
集
落
民
の
親
睦
を
深
め
る

場
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

●
保
食
神
社

　

喜
界
島
神
社
研
究
会
が
ま
と
め
た
『
喜
界
島

神
社
48
マッ
プ
』
に
よ
る
と
、
集
落
の
中
心
部
に

位
置
す
る
こ
の
神
社
は
、
創
設
さ
れ
た
時
期
は

不
明
。
祭
神
は
『
豊
受
姫
神
（
と
よ
う
け
ひ
め

か
み
）・
豊
宇
気
毘
売
神
（
と
よ
う
け
び
め
の
か

み
）・
豊
受
大
御
神
（
と
よ
う
け
お
お
み
か
み
）』。

　

祭
神
の
名
前
に
あ
る
『
と
よ
』
は
『
豊
か
な
』、

『
う
け
』
は
『
食
べ
物
』
の
意
。
全
体
で
は
『
豊

か
な
食
べ
物
＝
稲
の
女
神
』
と
な
る
。
神
霊
力
・

御
利
益
は
、
五
穀
豊
穣
と
家
内
安
全
な
ど
。
神

格
は
『
五
穀
の
主
宰
神
（
農
業
神
）』

区長が語る !! わーちゃん集
シ マ

落

羽里集落区長。区長１年目。
昭和 31 年生まれ。10 年前に
脱サラし、現在は大好きな農
業を夫婦二人三脚で頑張って
いる。「協調性を保ちながら活
気ある集落づくりを目指して
いきたい」と語る。好きな言
葉は「なせばなる」

直    

喜
一
郎
区
長

（57）

高台から羽里集落を臨む

Profile

ナナテイガマ

保食神社集落グラウンド

ウッカー
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肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
、
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
低
線
量

Ｃ
Ｔ
検
診
は
、
従
来
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
診
よ
り
が
ん
発
見
率
が

高
く
、
通
常
の
Ｃ
Ｔ
検
査
よ
り

被
曝
量
が
少
な
い
検
診
で
す
。

鹿
児
島
県
は
、
検
診
費
の
一
部

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
】
満
50
歳
以
上
の
県
民

＊
肺
が
ん
の
治
療
中
・
経
過
観

察
中
又
は
肺
が
ん
検
診
で
「
要

精
密
検
査
」
と
な
っ
た
方
を
除

く【
検
診
費
用
】

　

自
己
負
担　

３
１
５
０
円

【
実
施
期
間
】

　

平
成
26
年
６
月
１
日
～
平
成

27
年
３
月
31
日

【
登
録
検
診
機
関
】

　

島
内
は
徳
洲
会
病
院
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
島
外
の
登
録
機
関

に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県
健

康
増
増
進
課
（
℡
０
９
９
ー

２
８
６
ー
２
７
２
１
）、
又
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
受
診
方
法
】

　

登
録
さ
れ
て
い
る
検
診
機
関

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

運
動
の
生
活
習
慣
全
般
が
国
・

県
と
比
べ
て
よ
く
な
い
状
況
で

す
。
女
性
も
男
性
と
同
様
で
し

た
。

　

喜
界
町
国
保
の
特
定
健
診
結

果
は
、
男
女
と
も
メ
タ
ボ
・
予

備
群
該
当
者
は
県
平
均
よ
り
多

く
、
と
く
に
男
性
は
２
人
に
１

人
の
割
合
で
し
た
。
一
方
、
受

診
率
は
県
平
均
よ
り
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
メ
タ
ボ
を
放
置
す

る
と
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
か

ら
動
脈
硬
化
が
進
み
、
脳
卒
中

や
心
臓
病
な
ど
を
深
刻
な
病
気

を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

健
（
検
）
診
を
受
診
し
て
健

康
状
態
を
確
認
し
、
今
の
う
ち

に
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ

う
!!

　

死
亡
の
状
況
で
は
、
死
亡
数

の
割
合
は
、
１
位
、
悪
性
腫

瘍
、
２
位
、
心
疾
患
、
３
位
、

脳
血
管
疾
患
と
上
位
は
全
国
と

似
た
傾
向
で
す
が
、
全
国
平
均

と
比
較
す
る
と
自
殺
、
脳
内
出

血
、
男
性
の
肝
疾
患
（
全
国
の

３
倍
近
く
）
と
腎
不
全
、
女
性

の
心
筋
梗
塞
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。　
　

　

早
世
（
65
歳
未
満
の
死
亡
）

に
つ
い
て
は
、
男
性
が
女
性
の

３
倍
以
上
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

生
活
習
慣
は
、
と
く
に
40
代

前
半
の
喫
煙
、
飲
酒
、
食
事
、

前底　昊羽くん 山田かれんちゃん 吉田ふたばちゃん大崎美菜子ちゃん

福島　明莉ちゃん 美島　瑛妃ちゃん 藤廣　海夏ちゃん木元　夢七ちゃん

島袋　跳生くん

受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

低
線
量
肺
Ｃ
Ｔ
肺
が
ん
検
診

 喜
界
島
の
健
康
状
態
は
？

　

若
い
み
な
さ
ん
が
心
配
で
す
！

0.0 
10.0 
20.0 
30.0 
40.0 
50.0 
60.0 
70.0 
80.0 
90.0 

喫
煙

率

朝
食

抜
き

夕
食

遅
い

20
才

か
ら

10
kg

増

運
動

習
慣
な

し

毎
日

飲
酒

1日
３

合
以

上

H25 40～44歳男性 生活習慣

喜界町

県

国

 

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

３歳児健診で虫歯ゼロだったよ ! !
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早町小学校

喜
界
町
子
ど
も
議
会
概
要

　

第
41
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競

技
別
交
歓
大
会
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
が

７
月
26
日
（
土
）
町
総
合
体
育
館
及
び
喜

界
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
積
山
教
育
長
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
の
ほ
か
、「
よ
ろ
こ
び
と
」
が
始
球

式
に
登
場
し
、
素
晴
ら
し
い
レ
シ
ー
ブ
を
見

せ
、
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
、
喜
界
Ｓ
ー
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
奄
美
市

（
朝
日
Ｊ
Ｖ
Ｃ
）
と
徳
之
島
町
（
亀
津
ユ
ニ

テ
ィ
ー
）
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

大
島
地
区
内
で
も
常
に
ト
ッ
プ
を
走
る
２

チ
ー
ム
で
す
が
、
喜
界
Ｓ
ー
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
吉
沢

葉
月
（
喜
界
小
６
年
）
キ
ャ
プ
テ
ン
を
中
心

に
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
練
習
の
成
果

を
十
分
に
出
し
切
り
、
素
晴
ら
し
い
試
合

展
開
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

試
合
後
、
キ
ャ
プ
テ
ン
の
吉
沢
葉
月
さ
ん

は
、「
地
元
で
の
試
合
で
絶
対
に
勝
ち
た
か
っ

た
が
、
自
分
た
ち
の
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が

で
き
な
か
っ
た
。
町
民
の
温
か
い
声
援
に
応

え
ら
れ
な
い
こ
と
が
悔
し
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
先
も
大
好
き
な
バ
レ
ー
は
続
け
る
し
、
自

分
た
ち
の
バ
レ
ー
が
試
合
で
で
き
る
よ
う
に

日
々
の
練
習
を
頑
張
り
ま
す
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

《
試
合
結
果
》【
予
選
】

町
総
合
体
育
館
Ａ
パ
ー
ト

　

伊
仙
町
２
ー
０
宇
検
村

　

天
城
町
０
ー
２
龍
郷
町

　

伊
仙
町
２
ー
０
天
城
町

　

宇
検
村
０
ー
２
龍
郷
町

大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競
技
別

　

交
歓
大
会
〈
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
〉

町
総
合
体
育
館
Ｂ
パ
ー
ト

　

徳
之
島
町
０
ー
２
奄
美
市
Ａ

　

徳
之
島
町
２
ー
１
喜
界
町

　

奄
美
市
Ａ
２
ー
０
喜
界
町

喜
界
中
学
校
体
育
館

　

瀬
戸
内
町
０
ー
２
和
泊
町

　

奄
美
市
Ｂ
１
ー
２
知
名
町

　

瀬
戸
内
町
２
ー
１
奄
美
市
Ｂ

　

和
泊
町
０
ー
２
知
名
町

【
準
決
勝
】

　

奄
美
市
Ａ
２
ー
０
和
泊
町

　

徳
之
島
町
２
ー
０
伊
仙
町

【
準
決
勝
】

　

龍
郷
町
０
ー
２
奄
美
市
Ａ

　

徳
之
島
町
２
ー
０
知
名
町

【
決
勝
】

　

奄
美
市
Ａ
２
ー
０
徳
之
島
町

徳之島町との試合では、素晴らしい追い上げを見せた

 

  

  

　

７
月
29
日
（
火
）
に
第
９
回
喜
界
町
子

ど
も
議
会
が
町
議
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
の
共
通
テ
ー
マ
「『
日
本
で
最

も
美
し
い
村
』
に
ふ
さ
わ
し
い
喜
界
島
に
す

る
た
め
に
小
・
中
学
生
は
、
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
。」
に
つ
い
て
、
各
学
校
で
話
し

合
い
を
進
め
、
そ
の
結
果
を
代
表
者
が
発

表
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
平
成
25
年
度
の
「
ふ
る
さ
と
美

化
活
動
」
や
学
校
独
自
の
取
組
状
況
に
つい

て
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
喜
界
小
か
ら
は
、

朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
子
ど
も
会
に
よ

る
美
化
活
動
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の
実
践

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
町
小
学
校
か
ら
は
、
児
童
会
が
中
心

に
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
「
喜
界
島
の
よ
さ
を

伝
え
る
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

　

喜
界
中
か
ら
は
、
美
化
活
動
への
意
識
調

査
や
生
徒
会
を
中
心
に
取
り
組
ん
だ
ポ
ス

タ
ー
作
成
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
の
実
践
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
本
年
度
の
共
通
実
践
事
項
に
つい

て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨

年
度
決
定
し
た
共
通
実
践
事
項
の
中
か
ら

各
学
校
、
重
点
実
践
を
決
め
て
取
り
組
み
、

「
広
げ
る
」「
呼
び
か
け
る
」「
意
識
付
け

る
」
な
ど
の
観
点
を
生
か
し
、実
践
の
工
夫・

充
実
を
図
って
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一　

も
っ
と
美
化
活
動
を
広
げ
よ
う

　
二　

喜
界
島
の
よ
さ
を
伝
え
よ
う

　

三　

あ
い
さ
つ
運
動
を
盛
ん
に
し
よ
う

　
【
子
ど
も
議
員･･･

参
加
し
た
児
童
・
生
徒
】

　

喜
界
小
学
校

　

廣
瀬　

大（
６
年
）吉
永　

萌
音（
５
年
）

　

奥
田　

光
希
（
４
年
）

　

早
町
小
学
校

　

保
科　

果
南（
６
年
）山
元　

亜
耶（
５
年
）

　

吉
田　

光
里
（
４
年
）

　

喜
界
中
学
校

　

福
島　

友
美（
３
年
）德
永
健
太
郎（
２
年
）

　

竹
下　

美
郷
（
１
年
）

　

議　

長･･･
朝
日　

美
樹
（
３
年
）

　

副
議
長･･･
丸
田　

夏
月
（
３
年
）

　

書　

記･･･

太
田　

三
奈
（
３
年
）

【喜界中学校の発表の様子】
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1
日
（
月
）
～
平
成
26
年
10
月

30
日
（
木
）

【
試
験
日
】

　

平
成
26
年
11
月
17
日
（
金
）

【
試
験
科
目
】
筆
記
試
験
（
総

合
問
題
）
及
び
面
接

【
試
験
会
場
】

　

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

【
合
格
発
表
】

　

平
成
26
年
11
月
17
日
（
月
）

※
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月

19
日（
金
）及
び
10
月
8
日（
水
）

の
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３

時
ま
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
定

員
に
達
し
な
い
場
合
、
後
日
程

の
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校
は
、

職
業
能
力
開
発
促
進
法
に
基
づ

き
設
置
さ
れ
て
い
る
、
県
立
の
職

業
訓
練
校
で
す
。
寄
宿
舎
も
し
っ

か
り
と
し
て
お
り
、
遠
隔
地
か

ら
の
入
校
も
可
能
で
す
。

【
問
合
せ
先
】
県
立
鹿
屋
高
等

技
術
専
門
校　

鹿
屋
市
川
西
町

３
４
８
２　

☎
０
９
９
４
（
４
４
）

８
６
７
４

　

人
事
院
・
法
務
省
に
お
き
ま

し
て
は
、
本
年
度
の
入
国
警
備

官
採
用
試
験
を
9
月
28
日
（
日
）

に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

詳
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の
入

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
通
信
制
の

高
等
学
校
普
通
科
、
お
よ
び
生

涯
学
習
通
信
講
座
の
生
徒
・
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
無
料
の
案
内
書
を

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

【
募
集
内
容
】

平
成
26
年
度
高
等
学
校
普
通
科

（
３
年
制
）
生
徒
、
お
よ
び
生

涯
学
習
通
信
講
座　

受
講
者

【
出
願
期
間
】

高
等
学
校
普
通
科

　

転
入
学
：
２
０
１
４
年
11
月

20
日
ま
で

高
等
学
校
普
通
科

　

後
期
新
入
学
・
後
期
編
入

学
：
２
０
１
４
年
8
月
1
日
～

９
月
30
日

生
涯
学
習
講
座

　

通
年
申
込
受
付

【
問
い
合
わ
せ
先
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
☎
０
４
２
（
５
７
２
）

３
１
５
１
（
代
表
）

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１

広
域
通
信
制
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
高
等

学
校
普
通
科

概
要
＝
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
入

学
可
能
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
放
送
を
利
用
し
た
特
色

異
な
り
ま
す
）

募
集
対
象
＝
一般

出
願
・
申
込
み
方
法
＝
ご
請
求

に
よ
り
案
内
書
を
お
届
け
。
お

葉
書
、
お
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
い
た

だ
け
ま
す
。
無
料
の
案
内
書
を

お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

願
書
・
申
込
受
付
期
間
＝
通
年

申
込
受
付

※
資
料
請
求
は
次
ま
で
。
詳
細

に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
１
８
６
ー
８
０
０
１　

東
京
都

国
立
市
富
士
見
台
２
ー
36
ー
２

☎
０
４
２
（
５
７
２
）
３
１
５
１

㈹　

F
A
X
０
４
２
（
５
７
４
）

１
０
０
６

　

当
校
で
は
、
平
成
27
年
度
の一

般
入
校
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
科
名
】
電
気
設
備
科

　

定
員
20
名　

訓
練
期
間
２
年

（
定
員
は
、
推
薦
入
校
者
と
一

般
入
校
者
の
合
計
人
数
で
す
）

【
応
募
資
格
】高
等
学
校
卒
業
者

（
卒
業
見
込
み
の
も
の
を
含
む
）

若
し
く
は
同
等
以
上
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者

【
願
書
受
付
】
平
成
26
年
９
月

あ
る
教
育
課
程
で
、
３
年
間
で

高
校
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま

す
。
登
校
は
月
に
１
～
２
回
で

す
。

履
修
年
数
＝
３
年
（
た
だ
し
、

転
編
入
あ
り
）

募
集
対
象
＝
中
学
校
を
卒
業
し

た
方
。
高
等
学
校
中
退
者
他
。

出
願
・
申
込
方
法
＝
ご
請
求
に

よ
り
入
学
案
内
書
と
願
書
を
お

届
け
。
出
願
受
付
順
に
書
類
選

考
と
面
接
を
行
い
ま
す
。

願
書
・
申
込
受
付
期
間
＝
転
入

生
２
０
１
４
年
11
月
20
日
ま
で
。

後
期
新
入
学
・
後
期
編
入
学
は

２
０
１
４
年
８
月
１
日
～
９
月
30

日
ま
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園　

生
涯
学
習
通
信

講
座

概
要
＝
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・

資
格
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の

講
座
が
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
あ
り

ま
す
。
通
信
講
座
で
新
し
い
趣

味
・
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。（
主
な
講
座
：
俳
句
、

短
歌
、
書
道
、
ペ
ン
字
、
写
経
、

水
彩
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
エッ

セ
イ
、古
文
書
、漢
方・薬
膳
、ハ
ー

ブ
、折
り
紙
、ハン
グ
ル
、中
国
語
、

ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
な

ど
）

履
修
年
数
＝
受
講
期
間
：

3
ヶ
月
～
１
年
（
講
座
に
よ
っ
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
徒
募
集
中
！

国
管
理
局
ま
で

【
連
絡
先
】　

〒
８
１
２
ー

０
０
０
３　

福
岡
市
博
多
区
下

臼
井
７
７
８
ー
１　

福
岡
空
港

国
内
線
第
３
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
内

　

福
岡
入
国
管
理
局
総
務
課

人
事
係　

☎
０
９
２
ー
６
２
３
ー

２
４
０
０

　

平
成
26
年
１
月
か
ら
、
記
帳
・

帳
簿
等
の
保
存
制
度
の
対
象
と

な
る
方
が
拡
大
さ
れ
、
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
又
は
山
林
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方
（
所
得
税
の
申
告
が
必

要
な
い
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、

売
り
上
げ
な
ど
の
収
入
金
額
、

仕
入
れ
や
経
費
関
す
る
金
額
等

を
記
帳
に
記
載
し
、
そ
の
帳
簿

や
取
引
に
係
わ
る
請
求
書
・
領

収
書
な
ど
の
書
類
を
保
存
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ｗ

ｗｗ
．ｎ
ｔａ
．ｇ
ｏ
．ｊ
ｐ
）
の
「
個

人
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
方
の
帳

簿
の
記
載
・
記
録
の
保
存
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

ま
た
、
税
務
署
が
実
施
す
る

「
記
帳
説
明
会
」
等
に
つい
て
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
の
所
得
税
担

県
立
鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

平
成
27
年
度
の
入
校
者
募
集

（
Ａ
日
程
）

入
国
警
備
官
募
集

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制
度

の
対
象
事
業
者
が
拡
大
さ
れ

て
い
ま
す
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担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業

退
職
金
共
済
法
に
基
づ
き
建
設

現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
と

建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振

興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た

退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々

が
、
労
働
者
の
働
い
た
日
数
に

応
じ
て
掛
け
金
と
な
る
共
済
証

紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ

と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
共
か

ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、

い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金

制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：

　
　
　
　
　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者
：

　
　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金
：
日
額
３
１
０
円

★
特
徴

◎
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確

実
、
申
し
込
み
手
続
き
は
簡

単
で
す

◎
経
営
事
項
審
査
で
加
点
評
価

の
対
象
と
な
り
ま
す

◎
掛
金
の一部
を
国
が
助
成
し
ま

す
◎
掛
金
は
事
業
主
負
担
と
な
り

暮らしの情報 インフォメーション
知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

ま
す
が
、
法
人
は
損
金
、
個

人
で
は
必
要
経
費
と
し
て
扱

わ
れ
、
税
法
上
全
額
非
課
税

と
な
り
ま
す
。

◎
事
業
主
が
変
わ
っ
て
も
退
職

金
は
企
業
間
を
通
算
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

●
建
退
共
制
度
の

　
　

特
例
措
置
の
お
し
ら
せ
●

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ

り
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続
き
の

措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様

への
お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、
労
働
者
の
就

労
日
数
に
応
じ
て
適
正
に
貼
付

し
て
く
だ
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」

を
所
持
し
て
い
る
労
働
者
が
、

建
設
業
界
を
引
退
す
る
と
き

は
、
忘
れ
ず
に
退
職
金
を
請
求

す
る
よ
う
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、

制
度
説
明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な

ど
建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ア
ク
セ
ス
し
て
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

＊
詳
し
い
こ
と
は
、
最
寄
り
の
建

退
共
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

鹿
児
島
支
部
：
０
９
９

（
２
５
７
）
９
２
１
６

「奄美若者サポートステーション」 をご利用ください　（厚生労働省認定事業）

「奄美若者サポートステーション」とは…

「働きたいけど何から始めたらいいのかわからない…」

「人と関わるのが苦手で社会に出るのが不安…」など	

働くことや自立についてさまざまな悩みを抱える方に対して、

就業的自立を目指した支援を行い、就職に向けての第一歩をお手伝いします。

【対象】１５歳から３９歳までの仕事に就いていない若者とそのご家族	

	≪支援内容≫

○相談（面談・電話・メール）

　これまでの経験や興味のあること、得意なこと、要望等を伺い整理しながら、今後どういう方向で進

んでいくか、自立に向けてのステップを一緒に考えていきます。キャリアコンサルタントの資格を持っ

た相談員による専門的な個別面談も行っています。（要予約）
○職場見学・職場体験

　さまざまな企業・施設への見学、農作業体験、ボランティア活動、セミナーの実施等。多種多様な活動

を通して働くことを身近にし、社会や人と関わることで自分自身の能力を向上させ、働くことへの意欲を

高め、就職に向けた心構えや技能を身に付けます。

○家族へのサポート

　	ご本人様の就労や社会的自立についての個

別面談を行います。また、要望があれば、自

宅への訪問を行い、より身近な支援を行うこ

とも可能です。まずは気軽にご連絡ください。

ご相談は無料です。なお、個人情報は厳守し

ますのでご安心ください。

【開所時間】	
月曜～金曜　午前 9 時～午後 6 時

	※土日・祝祭日・年末年始は休み
【連絡先】
〒 894-0036　奄美市名瀬長浜町 23-25
NPO法人　奄美青少年支援センター「ゆずり葉の郷」内　２階
奄美若者サポートステーション
電話　0997-57-0770（ＦＡＸ兼用）
E メール：amami-saposute@polka.ocn.ne.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：	http://amami-saposute.sakura.ne.jp/

ここから始まる、新しい一歩。
ずっと何かがしたいと思っていた…

　でも、どうしていいかわからないあなたへ。
　勇気をもって一歩踏み出し

　一緒にきっかけを見つけてみませんか。
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　住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税には、納期限が定められています。納期
限は、納税通知書や納付書に記載しています。
これら町税・国保税を納期限までに納税しないことを滞納といいます。町税・国保税を滞納す
ると、町条例第１９条の定めにより、納期限までに納めた方との公平性を保つため、本来納め
るべき税額の他に、延滞金も併せて納めていただくことになります。

( 注１)　前々年の１０月から前年９月における国内銀行の新規の短期貸出約定金利の合計を
平均した割合として告示された割合に、年１％の割合を加算した割合。( ２６年１月１日から
２６年１２月３１日までの期間における特例基準割合については、１．９％が適用されます。)

１．納期限の翌日から１ヶ月以内に納付 ( 納入 ) された場合
　　　延滞金額＝滞納税額×延滞金の割合×日数÷３６５
２．納期限の翌日から１ヶ月を超えて納付 ( 納入 ) された場合
　　　延滞金額＝上記＋（滞納税額×延滞金の割合×１ヶ月経過後の日数÷３６５）
( 注 )　 滞納税額が２，０００円未満であるときは、延滞金はかかりません。
　　　滞納税額に１，０００円未満の端数があるときは、計算の際その端数を切り捨てます。
　　　算出した延滞金額が１，０００円未満であるときは、延滞金はかかりません。
　　　算出延滞金額に１００円未満の端数があるときは、これを切り捨てます。

　平成 27 年６月 30 日納期限の国民健康保険税（普通徴収分）41,500 円を同年 10 月
30 日に納付した場合
  （1）　納期限の翌日から１か月 ( 平成 27 年７月１日～同年７月 31 まで）
      ※　41,500　→  41,000　・・・  1,000 円未満端数切捨て
　　　　41,000 × 2.9％（0.029） × 31 ／ 365 ＝ 100.983…→ 100 円　・・・ (a)
 （2）　「納期限の翌日から１か月を経過した日」から納付した日まで
　　　　　　　　　　　　　　　（平成 27 年 8 月１日～平成 27 年 10 月 30 日）
      ※　41,500　→  41,000　・・・  1,000 円未満端数切捨て
　　　　41,000 × 9.2％（0.092） × 91 ／ 365 ＝ 940.416…→ 940 円　・・・ (b)
  （3）　（a) ＋ (b) ＝ １,040.4 円  　→  延滞金　1,000 円　　　　※ 100 円未満切捨て

延滞金とは

計算方法

計算式

計算例

税務課からのお知らせ

延滞金は、滞納税額を基礎として納期限の翌日から納付（納入）される日までの日数に応じて
計算します。なお、延滞金の割合については以下の通りです。

本則 平成 26 年 1 月 1 日以後の期間
納期限から 1 ヶ月を経過す
る日まで

７．３％ 　特例基準割合（注１）＋１％

それ以後 １４．６％ 　特例基準割合（注１）＋７．３％

国・県の指導により平成 27 年度から各種町税に延滞金が加算されます！！
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住民課からのお知らせ町からのおしらせ
Information from town 
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　防災情報や緊急のお知らせを確実に受け取るた
めに、防災無線携帯電話メール配信登録をお願い
します。利用方法は下記の通り
です。①右の QR コードを携帯
電話のバーコードリーダーで読
み取ります。②画面に表示され
る手順にしたがうと、登録完了
です。

どんな制度なの？ 
　喜界町に対する寄附金（納税）のうち、2,000
円を超える部分について、個人住民税所得額の約
１割を上限に、所得税と合わせて全額が控除され
ることとなりました。
　例えば、
　５,000 円寄附（納税）した場合は、
2,000 円を超える部分の 3,000 円分が控除される
こととなります。
※詳しくは、総務省のホームページをご覧くださ
い。http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_
zeisei/czaisei/czaisei_seido/080430_2_kojin.html
誰でも寄附できるの？ 　
　喜界島出身者以外の方でも、どなたでもできま
す。（出身地や過去の居住地などは、まったく問
いません。）
手続き方法
①　喜界町役場総務課財政係へご連絡ください。
振込用紙等の書類一式を送付いたします。
○喜界町役場総務課　０９９７－６５－１１１１

（内線２１４）
②　郵便局にて寄付金（納税）のお振込みをして
いただくともに、寄付金申出書に必要事項を記入
し、喜界町役場へ送付してください。送付方法は、
ファクス・メール・郵送のいずれでもかまいませ
ん。
③　町から「ふるさと寄附金証明書」を受領して
ください。
　○寄附（納税）金額の払込みが確認でき次第、
町が証明書を発行します。証明書は、所得税及び
お住まいの自治体への住民税控除を受けるために
必要ですから大切に保存してください。
　また、控除については最寄りの税務署・お住ま

いの自治体、あるいは喜界町役場税務課（内線
343）へお問い合わせください。
④　寄附金控除に関して申告書を提出
○毎年 1 月 1 日～ 12 月 31 日までに行った寄附に
ついて、翌年 3 月 15 日までに最寄りの税務署に、
所得税の申告を行ってください。このとき、③で
受け取った証明書などを申告書に添付することが
必要ですので、ご注意ください。

　この度決まった各地区の農業委員の方々です。
任期中の 3 年間、よろしくお願いいたします。
任期：平成 26 年 7 月 20 日～平成 29 年 7 月 19 日

（７月７日に行われた当選証書付与式の様子）

農業委員会からのお知らせ
［農業委員の決定について］

役職 氏名 集落 任別 担当地区
会長 薫勇治 小野津 公選 小野津・伊実久
会長
代行

田畑武八 浦原 議会 湾・川嶺

委員 藤本安満 荒木 公選 荒木小校区
委員 永政幸 先内 土改 赤連・池治
委員 豊富喜雄 羽里 公選 中里・羽里・山田
委員 澄岡美和子 上嘉鉄 公選 上嘉鉄小校区
委員 保科一美 阿伝 公選 阿伝小校区
委員 奥豊和 白水 公選 早町小校区（伊実

久除く）
委員 長島新司 白水 JA 佐手久
委員 大喜智夫 志戸桶 公選 志戸桶
委員 永昭弘 先内 公選 坂嶺小校区
委員 一宮俊夫 滝川 公選 滝川小校区

喜界町役場　総務課　財政係
　ＴＥＬ　：０９９７－６５－１１１１（内線 214）
　ＦＡＸ　：０９９７－６５－４３１６
　ＭＡＩＬ：zaisei-2@docomo.ne.jp

総務課からのおしらせ　１
［防災無線の携帯電話メール配信登録］

総務課からのおしらせ　２
［喜界町ふるさと寄付金（納税）のご案内］
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「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守る
かごしま県民運動推進会議
８月の取り組み
環境にやさしい住まい方（節水）
①歯磨きや食器荒いの時の、水の出
しっぱなしを止めます
②お風呂の残り湯を利用します

（洗濯。庭木の水やりなど）
③お風呂は適温・適量を心がけましょう

　８月は人権同和問題啓発強調月間です。
　鹿児島県では，８月を「人権同和問題啓発強調
月間」と定め，この期間中にテレビ，ラジオによ
る啓発放送や新聞広告など，様々な人権啓発活動
を集中的に実施します。
　私たちの社会には，同和問題をはじめ，子ども
や高齢者への虐待，女性，障がい者等に関する人
権問題が，依然として存在しています。
　これらの人権問題を解決するためには，県民一
人ひとりがお互いの人権を尊重し，偏見や差別の
ない社会の実現に向けて意識を高めていくことが
大切です。
　この機会に，皆さんも身近なことから人権につ
いて考えてみませんか。

　　　　基井　宏信　　（阿伝）
　　　　金久　三津枝　（先山）
　　　　碇山　典子　　（荒木）

　鹿児島県人権同和対策課　
　☎　０９９（２８６）２５７４

　今までは、固定電話で『１１９番』をダイヤル
すると直接喜界消防分署に繋がっていましたが、
今年度中（10 月頃予定）に携帯電話同様、大島
地区消防本部に直接繋がるようになります。詳細
は、日程等が決定後に広報誌や防災無線等でお知
らせします。また、救急、火災の通報は『１１９
番』でお知らせ下さい。

　産業振興課では７月 1 日、南亮次さん（川嶺）を
喜界町農業後継者事業の研修生として認定しました。
　これから南さんは、研修生として営農支援セン
ターや各農家の支援を受け、本町の農業技術を学
ぶことになります。
　この事業は、農業経営を行う
のに必要な知識を習得するため
の研修を行い、担い手農家とし
て自立できる農業者を育成する
ことを目的としています。
　今年度はあと２名の研修生を
募集しております。対象者は、50 歳未満で、研
修終了後に本町で農業に従事できる方です。

　喜界町保護司会（上間一寛会長）は７月 1 日、
『第 64 回社会を明るくする運動』のメッセージ伝
達式を町長室で行いました。
　伝達式では、中央推進委員会委員長谷垣禎一法
務大臣と鹿児島県推進委員会委員長伊藤祐一郎県
知事のメッセージを町長（代理）に伝えました。
　『社会を明るくする運動』は、すべての国民が
犯罪や非行防止と、犯罪をした人や非行のある少
年の更生について理解を深め、それぞれの立場で
協力し、犯罪のない安全で安心な地域社会を築こ
うとする全国的な運動です。

法務大臣のメッセージを伝える鹿児島保護観察所
奄美駐在官高野信幸さん

住民課からのお知らせ１
［毎月５日はエコライフデー！］

消防署からのお知らせ
［今年度中に１１９番が本部直通へ］

保健福祉課からのお知らせ
［社会を明るくする運動の伝達］

住民課からのお知らせ２
［人権同和問題啓発強調月間］

産業振興課からのお知らせ
［農業後継者事業の研修生について］

町からのおしらせ
Information from town 

喜界町人権擁護委員（平成 26 年８月 1 日現在）

問い合わせ先
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＊おおきくなあれ＊＊ 1 歳になりました＊

小野津の浜で見た子ガメの放流に感動し、いつか子
ガメのように広い世界に飛び出していってほしいと
いう思いを込めて『大洋』と名付けました。一歳に
なり小さいながらもしっかり歩く姿に成長を感じて
います。兄の『いないいないばあ』にだけ大爆笑す
る彼。兄弟二人の将来が楽しみです。（父母より）

三島　大
たいよう

洋くん（小野津）
（父　忠資・母　麻由美）

長谷川　友
ゆうき

輝くん(10歳）（中央）・光
みつか

夏くん（８歳）（右）・
　　　　洸

こう

くん（6歳）（左）

（中里）

( 父　克己・母　洋子）

　

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
（
珊
瑚

樹
）
は
ス
イ
カ
ズ
ラ
科
ガ

マ
ズ
ミ
属
の
常
緑
広
葉

高
木
。原
産
地
は
中
国
、

日
本
。
日
本
（
関
東

か
ら
琉
球
列
島
）、韓
国

（
済
州
島
）、
台
湾
に

分
布
し
、
高
さ
約
６
㍍

に
な
る
。

　

サ
ン
ゴ
ジ
ュ
の
名
称

は
、
赤
く
熟
す
る
実
が

珊
瑚
の
玉
に
似
て
い
る

こ
と
に
由
来
す
る
。
厚

く
水
分
の
多
い
葉
や
枝

が
火
災
の
延
焼
防
止
の

た
め
、
防
火
樹
と
し
て

庭
木
や
生
垣
に
も
使
わ

れ
、
潮
風
に
も
強
い
と

い
わ
れ
る
。

　

花
（
右
の
写
真
・
5

月
上
旬
に
伊
地
知
告
さ

ん
撮
影
）
は
、
白
色
を

し
て
お
り
、
咲
い
た
跡

に
赤
い
色
の
実
（
左
の

写
真
）
が
な
り
、
花
よ

り
も
、
鮮
や
か
な
赤
い

実
の
方
が
ひ
と
き
わ
目

立
ち
、
注
目
さ
れ
る
事

が
多
い
。

　

花
言
葉
は
、『
負
け

ず
嫌
い
』

今月の花 ～サンゴジュ（珊瑚樹）の実～

　

今
月
の
広
報
『
き
か
い
』
の

題
字
を
書
い
て
く
れ
た
の
は
、

喜
界
小
学
校
６
年
ろ
組
の
仲
良

し
３
人
組
。
彼
女
た
ち
は
、
み

ん
な
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い

て
、
日
々
の
練
習
に
励
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

　
「
今
の
目
標
は
・
・
・
」
と

聞
く
と
、
彼
女
た
ち
は
口
を

揃
え
て
「
バ
レ
ー
で
奄
美
ナ
ン

バ
ー
１
に
な
る
こ
と
で
す
」
と

元
気
よ
く
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
女
た
ち
の
目
標
が
達

成
さ
れ
ま
す
よ
う
に
！

－今月の題字－

マイペースの長男・有輝。しっかり者の次男・
光夏。我が家のムードメーカー三男・洸。三人
とも小学生になって勉強やスポーツといろいろ
なことを頑張っていますね。光り輝く島の夏の
ように、力強くたくましくおおきくなあれ！！

（父母より）

サンゴジュの実

『
い
』　

吉
沢　

葉
月
さ
ん

『
か
』　

相
良　

琴
菜
さ
ん

『
き
』　

濵
田　

真
尋
さ
ん

サンゴジュの花
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まだわあさんど

山野　ミサさん

（大正 15 年生・86 歳・塩道）

　
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
楽
し
く
て
・
・
・
」

と
満
面
の
笑
み
で
語
る
ミ
サ
さ
ん
。
ミ
サ
さ
ん
は
、
２
つ
の
競

技
を
合
わ
せ
て
週
４
回
、
塩
道
長
浜
公
園
で
気
の
合
う
友
達
と

楽
し
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
、
子
や
孫
、
ひ
孫
が
集

ま
り
指
宿
・
霧
島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
米
寿
の
お
祝
い
を
し
て
も

ら
い
、「
移
動
が
疲
れ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
ー
！
」
と
感
想
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
、「
畑
仕
事
を
手
伝
う
こ
と
」
と
「
好
き
嫌
い

せ
ず
な
ん
で
も
食
べ
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
元
気

に
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

<

萌
葉
会>

内
妻
と
遺
族
年
金
に
あ
る
悔
し
さ
よ　

入
籍
の
間ま

な
く
征
き
逝
き
し
君

夢
を
追
い
ひ
た
す
ら
歩
む
道
半な

か

ば　

人
は
知
ら
ん
や
我
は
知
る
な
り

歯
の
治
療
母
に
つ
き
そ
い
名
瀬
通
う　

治
療
費
よ
り
も
運
賃
高
し

白
百
合
の
あ
ま
き
香
り
に
っ
つ
ま
れ
て　

先
祖
の
墓
参
り
し
ば
し
語
ら
う

群
れ
を
な
し
と
ん
ぼ
飛
び
交
ふ
潮
風
に　

揺
ら
り
ゆ
ら
れ
て
何
処
へ
行
か
む

坂
の
町

長

崎
の
地

で
ク
ラ
ス
会　

恒こ
う

き

ゅ
う

へ
い
わ

久

平

和

永と

わ久

に
祈

ら
む

夫
が
逝ゆ

く
白

し
ろ
し
ょ
う
ぞ
く

装
束
に
身
を
包
み　

黄よ

み泉
の
世
界
へ
と
旅
立
ち
の
時

ブ
リ
ス
ベ
ン
の
夜
空
に
光
る
金
星
に　

願
い
を
込
め
て
祖
母
に
送
り
し

め
で
た
き
を
念
じ
て
酌
み
交か

う
六

る
ん
が
ん
ど
ー

月
燈　

思
わ
ず
吾
れ
も
平へ

い
お
ん穏

に
あ
り

<

「
合
同
歌
集
『
回
顧
・
友
』（
発
行
者　

佐
東
喜
三
郎
）
よ
り>

無
線
機
の
破
壊
焼
却
を
報
告
す　

担
当
下
士
の
語
尾
ふ
る
え
お
り

つ
わ
も
の
は
名
こ
そ
惜
し
め
と
戦
陣
訓　

う
つ
ろ
の
胸
は
う
づ
き
微
か
に

美
代　

イ
シ

德　

成
寿

平
島　

初
子

井
澤　

紀
美
子

前
田　

喜
代
美

高
田　

エ
ツ
ミ

弘
岡　

稲
子

ル
ー
ニ
ー　

い
ね
子

豊
島　

瞳

佐
東
喜
三
郎

喜 界 町 の 推 計 人 口
（平成 26 年７月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,470 戸（△ 1）
人 口  ・・・・ 7,440 人 （△ 10）

男   ・・・・ 3,605 人（△ 7）
女   ・・・・ 3,835 人（△ 3）

（　）は前月比

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

久

保

紬つ

む

と翔

（
義
人
・
荒
木
）

佐

野

仁ひ

と

し志

（  

剛  

・
浦
原
）

池
　

竜り
ゅ
う
す
け佑
（
克
章･

赤
連
）

新

島

十と

う

や也

（  

甚  

・
嘉
鈍
）

藤

廣

一い
っ
し
ん心

（
南
男
・
塩
道
）

富

田

麗れ

な菜
（
優
也
・
志
戸
桶
）

　
   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　
　
　

氏　
　

名　
　

    （
住
所
）

　

氏　

名　

      （
年
齢
・
住
所
）

　

  

氏　
　

名　

    　

 （
住
所
）

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

富
田
優
也
（
志
戸
桶
）

瀬
田
杏
樹
（
花
良
治
）

祐
名
ハ
ツ
子

重
田
富
一

折
田
歌
子

豊
田
修
一

西
岡
爲
安

菊
　

豊
信

向
田
ウ
メ

新
田
幸
典

吉
山
一
枝

豊
崎
義
光

永
　

マ
ツ

佐
藤
伸
一
郎

折
田
信
六

久
保
重
子

永
　

浩
人

豊
田
和
敏

晴
峯
寿
代

向
田
恵
蔵

新
田
ヤ
エ（

82
才
・
上
嘉
鉄
）

（
64
才
・　

湾　

）

（
89
才
・　

湾　

）

（
67
才
・
大
朝
戸
）

（
81
才
・
上
嘉
鉄
）

（
92
才
・
中　

里
）

（
97
才
・
志
戸
桶
）

（
65
才
・
塩　

道
）

（
86
才
・　

湾　

）

（
89
才
・　

湾　

）

（
98
才
・
大
朝
戸
）

（
坂　

嶺
）

（　

湾　

）

（
荒　

木
）

（
先
内
・
鹿
児
島
市
在
住
）

（
大
朝
戸
・
奄
美
市
在
住
）

（
西　

目
）

（
志
戸
桶
）

（
塩　

道
）

納付をお忘れなく！（８月）
【税】町県民税第２期　　　9/1まで
【使用料】８月分公営住宅・簡易水道・

下水道使用料・保育料 9/1まで
役場 1階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！

今
年
６
月
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記
の
通
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

孫
二
人
端
午
の
節
句
何い

ず

こ処
で
も　

強
く
生0

き
よ
と
祖じ

じ父
祖ば

ば母
祈
る

高
田　

エ
ツ
ミ

ふ
る
さ
と
寄
付
金
（
納
税
）

　

  

氏　
　

名　

     （
住
所
）

川
畑
政
人

吉
行
國
雄
（
大
阪
府
大
阪
市
）

（
兵
庫
県
三
木
市
）
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本町開催の郡総体ミニスナップ

く ら し の ーカ レ ン ダ
（平成26年8月21日～9月20日迄）

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。毎週月曜日は図書館休館日です。
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です。

すこ・・・・旧すこやかセンター
保健・・・・保健センター
営農・・・・営農支援センター
集会・・・・集会室兼多目的室
コミ・・・・役場コミュニティーホール

女子ソフトテニス

男子ソフトテニス

日 月 火 水 木 金 土

8/21 8/22 8/23

●ＪＡキビ部会総
代会
●第３回ブックス
タート

【保健 13:15 ～】
●乳児健診

【すこ 13:15 ～】

●カボチャ、
インゲン栽培
研修会

【営農13:30～】●展示
～あの頃の喜界島～

【図書館　～ 8/31】

8/24 8/25 8/26 8/27 8/28 8/29 8/30

●喜界町和牛改
良組合研修会

【集会 13:30 ～】
●診療所診察日
　【～ 27 日】

● 1 歳児
　歯科相談

【すこ13:30～】

●子育て
　支援来館日

【図書館２階
　10:30 ～
　　　11:30】

●登記相談
【研修室9:00
～ 13:00】

●喜界園
　納涼盆踊り
　大会

【喜界園 18:30
～ 20:30】

8/31 9/1 9/2 9/3 9/4 9/5 9/6

●資料休館日
　【図書館】

9/7 9/8 9/9 9/10 9/11 9/12 9/13

●「敬老の日によ
せて」昔懐かしい
映画試写会　～ 12
日　午前・午後の
部【 図 書 館 2 階
10:00 ～ 16:00】
● 精 神 デ イ ケ ア

【 す こ 10:00 ～
15:00】

●精神巡回相談
【診療所8:30～
～9/11】

●移動図書館
（のぞみ幼稚
園・第 2 保育
園・早小学童）

【13:00 ～　
13:50】

●移動図書館（あゆ
み幼稚園・第 1 保
育園・子育て支援）

【13:00 ～ 13:50】
●体操教室【コミ
19:00 ～ 20:30】

●体操教室
【コミ9:30～
11:00】

9/14 9/15 9/16 9/17 9/18 9/19 9/20

●移動図書館
（１・２・３年
第４期【早町
小 13:00 ～
13:50】

●結核検診【各集落
公民館　～ 9/19】
●移動図書館（4・
5・6 年）第 4 期　

【 早 町 小 13:00 ～
13:50】
●子育て支援来館日

【図書館 2 階 10:30
～ 11:30】

●登記相談
【研修室9:00
～ 13:00】
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